
電話システムのモニタリング

•電話システムの監視の概要（1ページ）
• Cisco IP電話のステータス（1ページ）
• Cisco IP電話のWebページ（15ページ）
• XMLでの電話からの情報要求（29ページ）

電話システムの監視の概要
電話機および電話機Webページの電話機ステータスメニューを使用すると、電話機に関する
さまざまな情報を表示できます。この情報には、次のものが含まれます。

•機器情報

•ネットワークのセットアップ情報

•ネットワーク統計

•デバイスログ

•ストリームの統計

この章では、電話機のWebページから取得可能な情報について説明します。この情報は、電
話機の操作のリモートモニタやトラブルシューティングに役立てることができます。

関連トピック

電話機のトラブルシューティング

Cisco IP電話のステータス
ここでは、Cisco IP電話のモデル情報、ステータスメッセージ、およびネットワーク統計を表
示する方法について説明します。

• [モデル情報（Model Information）]：電話機のハードウェアとソフトウェアに関する情報
を表示します。
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• [ステータス（Status）]メニュー：ステータスメッセージ、ネットワーク統計、および現
在のコールに関する統計を表示する画面にアクセスできます。

これらの画面に表示される情報は、電話機の操作のモニタやトラブルシューティングに役立て

ることができます。

また、これらの情報の大半およびその他の関連情報は、電話機のWebページからリモートで
取得することもできます。

[電話の情報（Phone Information）]ウィンドウの表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）] > [システム情報（System information）]を押します。

ステップ 2 このメニューを終了するには、[終了（Exit）]を押します。

[ステータス（Status）]メニューの表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）] > [ステータス（Status）]を押します。

ステップ 2 このメニューを終了するには、[終了（Exit）]を押します。

[ステータスメッセージ（Status Messages）]ウィンドウの表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）] > [ステータス（Status）] > [ステータスメッセージ（Status Messages）]を
押します。

ステップ 2 このメニューを終了するには、[終了（Exit）]を押します。

ステータスメッセージのフィールド

次の表に、電話機の [ステータスメッセージ（StatusMessages）]画面に表示されるステータス
メッセージを示します。
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表 1 : Cisco IP電話のステータスメッセージ

考えられる状況と対処方法Descriptionメッセージ

DHCPサーバが使用可能であり、この電話機の IPアドレ
スが利用できることを確認します。

電話機は DHCPサーバから IPアドレスを取得
していません。工場出荷時の状態にリセット

した場合に、このメッセージが表示される可能

性があります。

DHCPから IPアドレスを取得できませんで
した（Could not acquire an IP address from
DHCP）

電話機の電源をオフ/オンにします。電話機のファイルシステムに対して、設定ファ

イルのサイズが大きすぎます。

TFTPサイズエラー（TFTP Size Error）

電話機のファームウェアの新しいコピーを入手し、それ

を TFTPPathディレクトリに置きます。ファイルをこの
ディレクトリにコピーできるのは、TFTPサーバソフト
ウェアがシャットダウンされているときだけです。それ

以外の場合にコピーすると、ファイルが破損する可能性

があります。

ダウンロードしたソフトウェアファイルが破

損しています。

ROMチェックサムエラー（ROM Checksum
Error）

電話機にスタティック IPアドレスが割り当てられている
場合は、重複する IPアドレスを割り当てていないことを
確認してください。

DHCPを使用している場合は、DHCPサーバの設定を確
認してください。

別のデバイスが、電話機に割り当てられた IP
アドレスを使用中です。

IPが重複しています（Duplicate IP）

なし。これは情報メッセージです。CTLおよび ITLファイルを削除中です。CTLおよび ITLファイルを削除中（Erasing
CTL and ITL files）

Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ペー
ジから、次のファイルが [TFTPファイルの管理（TFTP
FileManagement）]のサブディレクトリに存在することを
確認してください。

•ネットワークロケールと同じ名前のサブディレクト
リに存在するファイル：

• tones.xml

•ユーザロケールと同じ名前のサブディレクトリに存
在するファイル：

• glyphs.xml

• dictionary.xml

• kate.xml

1つまたは複数のローカリゼーションファイル
が、TFTPパスディレクトリで見つからなかっ
たか、または無効でした。ロケールは変更さ

れませんでした。

ロケールの更新エラー（Error Updating
Locale）

電話システムのモニタリング
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考えられる状況と対処方法Descriptionメッセージ

電話機の設定ファイルは、電話機が Cisco Unified
Communications Managerデータベースに追加されたとき
に作成されます。電話機が Cisco Unified Communications
Managerデータベースに存在しない場合、TFTPサーバー
は「CFG ファイルが見つかりません（CFG File Not
Found）」という応答を生成します。

•電話機が Cisco Unified Communications Managerに登
録されていません。

電話機を自動登録できない場合は、手動で電話機を

CiscoUnified CommunicationsManagerに追加する必要
があります。

• DHCPを使用している場合は、DHCPサーバが正し
い TFTPサーバを指定していることを確認してくだ
さい。

•スタティック IPアドレスを使用している場合は、
TFTPサーバの設定を確認してください。

TFTPサーバで、名前ベースのデフォルトの設
定ファイルが見つかりませんでした。

ファイルが見つかりません <Cfg File>

影響はありません。引き続き電話機は Cisco Unified
Communications Managerに登録できます。

Cisco Unified Communications Managerクラスタ
がセキュアモードでない場合にこのメッセージ

が電話機に表示されます。

ファイルが見つかりません <CTLFile.tlv>

電話機は、電源をオフ/オンにするか、またはDHCPアド
レスをリセットするまで、アイドル状態のままです。

電話機は、IPアドレスを解放するように設定さ
れます。

IPアドレス解放（IP Address Released）

ネットワークがビジーになっている：このエラーは、ネッ

トワーク負荷が軽減されると、自動的に解決します。

IPv4 DHCPサーバと電話機との間にネットワーク接続が
ない：ネットワーク接続を確認してください。

IPv4 DHCPサーバがダウンしている：IPv4 DHCPサーバ
の設定を確認してください。

エラーが続く：静的 IPv4アドレスを割り当てることを検
討してください。

IPv4 DHCPサーバが応答しませんでした。IPv4 DHCPタイムアウト（IPv4 DHCP
Timeout）

電話システムのモニタリング
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考えられる状況と対処方法Descriptionメッセージ

ネットワークがビジーになっている：このエラーは、ネッ

トワーク負荷が軽減されると、自動的に解決します。

IPv6 DHCPサーバと電話機との間にネットワーク接続が
ない：ネットワーク接続を確認してください。

IPv6 DHCPサーバがダウンしている：IPv6 DHCPサーバ
の設定を確認してください。

エラーが続く：静的 IPv6アドレスを割り当てることを検
討してください。

IPv6 DHCPサーバが応答しませんでした。IPv6 DHCPタイムアウト（IPv6 DHCP
Timeout）

ネットワークがビジーになっている：このエラーは、ネッ

トワーク負荷が軽減されると、自動的に解決します。

IPv4DNSサーバと電話機との間にネットワーク接続がな
い：ネットワーク接続を確認してください。

IPv4 DNSサーバがダウンしている：IPv4 DNSサーバの
設定を確認してください。

IPv4 DNSサーバが応答しませんでした。IPv4DNSタイムアウト（IPv4DNSTimeout）

ネットワークがビジーになっている：このエラーは、ネッ

トワーク負荷が軽減されると、自動的に解決します。

IPv6DNSサーバと電話機との間にネットワーク接続がな
い：ネットワーク接続を確認してください。

IPv6 DNSサーバがダウンしている：IPv6 DNSサーバの
設定を確認してください。

IPv6 DNSサーバが応答しませんでした。IPv6DNSタイムアウト（IPv6DNSTimeout）

TFTPサーバまたは Cisco Unified Communications Manager
のホスト名が IPv4DNSに正しく設定されていることを確
認してください。

ホスト名ではなく、IPv4アドレスを使用することを検討
してください。

IPv4 DNSが TFTPサーバまたは Cisco Unified
CommunicationsManagerの名前を解決できませ
んでした。

DNS不明 IPv4ホスト（DNS unknown IPv4
Host）

TFTPサーバまたは Cisco Unified Communications Manager
のホスト名が IPv6DNSに正しく設定されていることを確
認してください。

ホスト名ではなく、IPv6アドレスを使用することを検討
してください。

IPv6 DNSが TFTPサーバまたは Cisco Unified
CommunicationsManagerの名前を解決できませ
んでした。

DNS不明 IPv6ホスト（DNS unknown IPv6
Host）
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考えられる状況と対処方法Descriptionメッセージ

この電話機でのハードウェア変更をサポートしていない

バージョンのソフトウェアをインストールしようとする

と発生します。

電話機に割り当てられたロード IDを確認します（Cisco
Unified CommunicationsManagerで [デバイス（Device）] >
[電話（Phone）]を選択します）。電話機に表示された
ロードを再入力します。

ダウンロードされたアプリケーションには、電

話機のハードウェアとの互換性がありません。

拒否されたHCのロード（LoadRejectedHC）

電話機にスタティック IPアドレスが割り当てられている
場合は、デフォルトルータが設定されていることを確認

してください。

DHCPを使用している場合は、DHCPサーバがデフォル
トルータを提供していません。DHCPサーバの設定を確
認してください。

DHCPまたはスタティック設定でデフォルト
ルータが指定されていませんでした。

デフォルトルータがありません（No Default
Router）

電話機に静的 IPアドレスが割り当てられている場合は、
IPv4DNSサーバが設定されていることを確認してくださ
い。

DHCPを使用している場合は、DHCPサーバが IPv4 DNS
サーバを提供していません。 DHCPサーバの設定を確認
してください。

名前は指定されていましたが、DHCPまたは静
的 IP設定で IPv4 DNSサーバのアドレスが指定
されていませんでした。

IPv4 DNSサーバがありません（No IPv4 DNS
Server）

電話機に静的 IPアドレスが割り当てられている場合は、
IPv6DNSサーバが設定されていることを確認してくださ
い。

DHCPを使用している場合は、DHCPサーバが IPv6 DNS
サーバを提供していません。 DHCPサーバの設定を確認
してください。

名前は指定されていましたが、DHCPまたは静
的 IP設定で IPv6 DNSサーバのアドレスが指定
されていませんでした。

IPv6 DNSサーバがありません（No IPv6 DNS
Server）

信頼ファイルが Cisco Unified Communications Managerで
設定されていません。CiscoUnifiedCommunicationsManager
はデフォルトではセキュリティをサポートしません。

信頼リストが設定されていません。

信頼リストの詳細については、該当する Cisco Unified
Communications Managerリリースのマニュアルを参照し
てください。

CTLファイルまたは ITLファイルが電話機にイ
ンストールされていません。

信頼リストがインストールされていません

（No Trust List installed）

証明書を更新してください。FIPSでは、RSAサーバ証明書は 2048ビット以
上である必要があります。

電話機を登録できませんでした。（Phone
failed to register.）証明書のキーサイズはFIPS
に準拠していません。（Cert key size is not
FIPS compliant.）

電話システムのモニタリング

6

電話システムのモニタリング

ステータスメッセージのフィールド



考えられる状況と対処方法Descriptionメッセージ

Cisco Unified Communications Managerで電話機の設定変
更が行われ、変更を有効にするために[設定の適用（Apply
Config）]ボタンが押された可能性があります。

CiscoUnifiedCommunicationsManager（CUCM）
からの要求に基づいて電話機が再起動します。

「Cisco Unified Communications Manager要求
による再起動（Restart requested byCUCM）」

DHCPを使用している場合は、DHCPサーバが正しい
TFTPサーバを指定していることを確認してください。

スタティック IPアドレスを使用している場合は、TFTP
サーバの設定を確認してください。

TFTPサーバが、存在しないディレクトリを指
定しています。

TFTPアクセスエラー（TFTP access error）

Cisco TACにお問い合わせください。電話機が TFTPサーバから提供されたエラー
コードを認識しません。

TFTPエラー（TFTP error）

ネットワークがビジーになっている：このエラーは、ネッ

トワーク負荷が軽減されると、自動的に解決します。

TFTPサーバと電話機との間にネットワーク接続がない：
ネットワーク接続を確認してください。

TFTPサーバがダウンしている：TFTPサーバの設定を確
認してください。

TFTPサーバが応答しませんでした。TFTPタイムアウト

通常は、802.1Xがスイッチに設定されていない場合に認
証がタイムアウトします。

サプリカントが 802.1Xトランザクションを実
行しようとしましたが、オーセンティケータが

存在しないためにタイムアウトになりました。

タイムアウト（Timed Out）

電話システムのモニタリング
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考えられる状況と対処方法Descriptionメッセージ

電話機はCTLファイルおよび ITLファイルをインストー
ルしていますが、新しいCTLファイルおよび ITLファイ
ルの更新に失敗しました。

失敗の理由として次が考えられます。

•ネットワークの障害が発生した。
• TFTPサーバがダウンしていた。
• CTLファイルの署名に使用された新しいセキュリティ
トークン、および、ITLファイルの署名に使用され
たTFTP証明書が導入されたが、電話機の現在のCTL
ファイルおよび ITLファイルには使用できない。

•内部的な電話障害が発生した。

解決策として次が考えられます。

•ネットワーク接続を確認します。
• TFTPサーバがアクティブで、正常に機能しているか
どうかを確認する。

• Transactional Vsam Services（TVS）サーバーが Cisco
Unified Communications Managerでサポートされてい
る場合は、TVSサーバーがアクティブで、正常に機
能しているかどうかを確認する。

•セキュリティトークンおよび TFTPサーバが有効か
どうかを確認する。

上述の解決策がすべて失敗した場合は、手動でCTLファ
イルおよび ITLファイルを削除し、電話機をリセットす
る。

信頼リストの詳細については、該当する Cisco Unified
Communications Managerリリースのマニュアルを参照し
てください。

CTLファイルおよび ITLファイルの更新に失敗
しました。

信頼リストの更新に失敗しました（Trust List
update failed）

なし。これは情報メッセージです。

信頼リストの詳細については、該当する Cisco Unified
Communications Managerリリースのマニュアルを参照し
てください。

CTLファイル、ITLファイル、またはその両方
が更新されます。

信頼リストが更新されました（Trust List
updated）

電話機のロードファイルが正しい名前であることを確認

してください。

電話機のロードファイルの名前が不正です。ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｴﾗｰ

なし。このメッセージは、電話機の設定ファイル名を示

します。

コンフィギュレーションファイルの名前。XmlDefault.cnf.xml（または電話機のデバイス
名に対応した.cnf.xml）

電話システムのモニタリング
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関連トピック

Cisco Unified Communications Managerマニュアル

[ネットワーク統計情報（Network Statistics）]ウィンドウの表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）] > [ステータス（Status）] > [ネットワーク統計情報（Call Statistics）]を押し
ます。

ステップ 2 このメニューを終了するには、[終了（Exit）]を押します。

[ネットワーク統計（Network Statistics）]フィールド

次の表では、[ネットワーク統計（Network Statistics）]画面の情報について説明します。

表 2 : [ネットワーク統計（Network Statistics）]フィールド

Description項目

電話機が送信したパケットの数。Txフレーム（Tx Frames）

電話機が送信したブロードキャストパケットの数。Txブロードキャスト

電話機が送信したユニキャストパケットの総数。Txユニキャスト

電話機が受信したパケットの数。Rxフレーム

電話機が受信したブロードキャストパケットの数。Rxブロードキャスト

電話機が受信したユニキャストパケットの総数。Rxユニキャスト

CDPプロトコルで検出された、このポートに接続されてい
るデバイスの ID。

CDPネイバーデバイス ID

IPを使用してCDPプロトコルで検出された、このポートに
接続されているデバイスの ID。

CDPネイバー IPアドレス

CDPプロトコルで検出された、このポートに接続されてい
るデバイスの ID。

CDPネイバーポート

電話システムのモニタリング
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Description項目

電話機が最後にリセットされた原因。[リスタートの原因（Restart
Cause）]：次のいずれかの値になり
ます。

•ハードウェアリセット
（HardwareReset）（電源を投入
したままのリセット）

•ソフトウェアリセット
（SoftwareReset）（メモリコン
トローラもあわせてリセット）

•ソフトウェアリセット
（SoftwareReset）（メモリコン
トローラはリセットしない）

•ウォッチドッグリセット
（Watchdog Reset）

•初期化

•不明

ネットワークポートのリンクステートと接続（たとえば、

100Fullは、PCポートがリンクアップ状態で、全二重の100
Mbps接続を自動ネゴシエーションしたことを意味しま
す）。

ポート 1

電話システムのモニタリング

10

電話システムのモニタリング

[ネットワーク統計（Network Statistics）]フィールド



Description項目

DHCPステータスに関する情報。これには、次の状態があ
ります。

• CDP BOUND
• CDP INIT
• DHCP BOUND
• DHCP DISABLED
• DHCP INIT
• DHCP INVALID
• DHCP REBINDING
• DHCP REBOOT
• DHCP RENEWING
• DHCP REQUESTING
• DHCP RESYNC
• DHCP UNRECOGNIZED
• DHCP WAITING COLDBOOT TIMEOUT
• DISABLED DUPLICATE IP
• SET DHCP COLDBOOT
• SET DHCP DISABLED
• SET DHCP FAST

IPv4

電話システムのモニタリング
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Description項目

DHCPステータスに関する情報。これには、次の状態があ
ります。

• CDP INIT

• DHCP6 BOUND

• DHCP6 DISABLED

• DHCP6 RENEW

• DHCP6 REBIND

• DHCP6 INIT

• DHCP6 SOLICIT

• DHCP6 REQUEST

• DHCP6 RELEASING

• DHCP6 RELEASED

• DHCP6 DISABLING

• DHCP6 DECLINING

• DHCP6 DECLINED

• DHCP6 INFOREQ

• DHCP6 INFOREQ DONE

• DHCP6 INVALID

• DISABLED DUPLICATE IPV6

• DHCP6 DECLINED DUPLICATE IP

• ROUTER ADVERTISE

• DHCP6 WAITING COLDBOOT TIMEOUT

• DHCP6 TIMEOUT USING RESTORED VAL

• DHCP6 TIMEOUT CANNOT RESTORE

• IPV6 STACK TURNED OFF

• ROUTER ADVERTISE

• ROUTER ADVERTISE

• UNRECOGNIZED MANAGED BY

• ILLEGAL IPV6 STATE

IPv6

電話システムのモニタリング
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[コール統計（Call Statistics）]ウィンドウの表示

手順

ステップ 1 [設定（Settings）] > [ステータス（Status）] > [コール統計（Call Statistics）]を押します。

ステップ 2 このメニューを終了するには、[終了（Exit）]を押します。

コール統計のフィールド

次の表に、[コール統計（Call Statistics）]画面の項目を示します。

表 3 :コールの統計の項目

Description項目

受信した音声ストリームの種類（コーデックからのRTPストリーミ
ングオーディオ）：

• G.729

• G.722

• G.722 AMR WB

• G.711 mu-law

• G.711 A-law

• iLBC

• OPUS

[受信コーデック（Receiver
Codec）]

送信した音声ストリームの種類（コーデックからのRTPストリーミ
ングオーディオ）：

• G.729

• G.722

• G.722 AMR WB

• G.711 mu-law

• G.711 A-law

• iLBC

• OPUS

送信コーデック（Sender
Codec）

受信中の音声ストリーム（RTPストリーミングオーディオ）の音声
パケットサイズ（ミリ秒）。

[受信サイズ（Receiver
Size）]

電話システムのモニタリング
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Description項目

送信中の音声ストリームの音声パケットサイズ（ミリ秒）。送信サイズ（Sender Size）

音声ストリームが開始されてから受信された RTP音声パケットの
数。

（注）

コールが保留されていた可能性があるため、この数値は、必ずしも

コールが開始されてから受信された RTP音声パケットの数と同じ
であるとは限りません。

受信パケット（Rcvr
Packets）

音声ストリームが開始されてから送信された RTP音声パケットの
数。

（注）

コールが保留されていた可能性があるため、この数値は、必ずしも

コールが開始されてから送信された RTP音声パケットの数と同じ
であるとは限りません。

送信パケット（Sender
Packets）

受信中の音声ストリームが開始されてから測定された、RTPパケッ
トジッターの推定平均値（パケットがネットワークを経由する際の

動的な遅延）（ミリ秒単位）。

平均ジッター（AvgJitter）

受信中の音声ストリームが開始されてから測定された最大ジッター

（ミリ秒単位）。

最大ジッター（MaxJitter）

受信中の音声ストリームで廃棄された RTPパケットの数（不良パ
ケット、過度の遅延などによる）。

（注）

シスコゲートウェイが生成したペイロードタイプ19のコンフォー
トノイズパケットはこのカウンタを増分するため、電話機はこれ

らのパケットを破棄します。

[受信破棄（Receiver
Discarded）]

失われた RTPパケット（転送中に喪失）。受信喪失パケット（Rcvr
Lost Packets）

音声品質メトリック（Voice Quality Metrics）

隠蔽フレームの総数を、音声ストリームの開始以降に受信された音

声フレームの総数で割った値。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal
Ratio）

アクティブな音声に先行する 3秒間の間隔における、音声フレーム
に対する隠蔽フレームの比率。音声アクティビティ検出（VAD）
を使用する場合は、アクティブな音声を 3秒集めるために、もっと
長い間隔が必要になる可能性があります。

直近フレーム損失率

（Interval Conceal Ratio）

電話システムのモニタリング
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Description項目

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の隠蔽率。最大フレーム損失率（Max
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、隠蔽イベント（フレーム損失）があっ

た秒数（[深刻なフレーム損失発生秒数（Severely Conceal Secs）]の
値を含む）。

[フレーム損失発生秒数
（Conceal Seconds）]

音声ストリームの開始以降、5 %を超える隠蔽イベント（フレーム
損失）があった秒数。

[深刻なフレーム損失発生
秒数（Severely Conceal
Seconds）]

ネットワーク遅延の推定値（ミリ秒単位）。ラウンドトリップ遅延

の実行中の平均値を表します。これは、RTCP受信レポートブロッ
クの受信時に測定されます。

遅延（Latency）

Cisco IP電話のWebページ
Cisco IP電話には、それぞれWebページがあります。このWebページで、電話機に関する次
のような情報を表示できます。

• [デバイス情報（Device Information）]：電話機のデバイス設定と関連情報を表示します。

• [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]：ネットワークのセットアップ情報とそ
の他の電話機の設定情報を表示します。

• [ネットワーク統計情報（NetworkStatistics）]：ネットワークトラフィックに関する情報を
提供するハイパーリンクを表示します。

• [デバイスログ（DeviceLogs）]：トラブルシューティングに利用できる情報を提供するハ
イパーリンクを表示します。

• [ストリームの統計（Streaming Statistic）]：さまざまなストリーミング統計情報へのハイ
パーリンクが表示されます。

この項では、電話機のWebページから取得可能な情報について説明します。この情報は、電
話機の操作のリモートモニタやトラブルシューティングに役立てることができます。

また、この情報の多くは、電話機から直接取得することもできます。

電話機のWebページへのアクセス

Webページにアクセスできない場合は、デフォルトでアクセスが無効になっている可能性があ
ります。

（注）

電話システムのモニタリング
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手順

ステップ 1 次の方法のいずれかを使用して、Cisco IP電話の IPアドレスを入手します。

a) Cisco Unified Communications Manager Administrationで [デバイス（Device）] > [電話機
（Phone）]の順に選択して、電話機を検索します。 Cisco Unified Communications Manager
に登録されている電話機の IPアドレスが、[電話の検索と一覧表示（FindandList Phones）]
ウィンドウと [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの上部に表示されます。

b) 電話機で [設定（Settings）] > [システム情報（System Information）]を押して、[IPv4アド
レス（IPv4 address）]フィールドまでスクロールします。

ステップ 2 Webブラウザを開いて、次の URLを入力します。ここで、IP_addressは Cisco IP電話の IPア
ドレスです。

http://<IP_address>

[デバイス情報（Device Information）] Webページ
電話機のWebページの [デバイス情報（Device Information）]エリアには、電話機のデバイス
設定と関連情報が表示されます。次の表に、これらの項目を示します。

[デバイス情報（Device Information）]領域を表示するには、電話機のWebページにアクセスし
てから、[デバイス情報（Device Information）]ハイパーリンクをクリックします。

表 4 : [デバイス情報（Device Information）] Webページのフィールド

Descriptionフィールド

電話機のサービスモード。Service mode

サービスのドメイン。サービスドメイン

サービスの現在の状態。サービスの状態

（Service state）

電話機のメディアアクセスコントロール（MAC）アドレス。MAC Address

電話機のMACアドレスに基づいて電話機に自動的に割り当てられる
一意の固定された名前。

ホスト名（Host
Name）

電話機に割り当てられている電話番号。電話機の電話番号

アプリケーションロードバージョンを識別します。アプリケーションロー

ド ID

起動ロードバージョンを識別します。起動ロード ID

電話システムのモニタリング
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Descriptionフィールド

電話機で作動しているファームウェアの ID。バージョン

電話機のハードウェアのマイナーリビジョン値。Hardware Revision

電話機の固有のシリアル番号。シリアル番号（Serial
Number）

電話機のモデル番号。モデル番号（Model
Number）

この電話機のプライマリ回線で受信したボイスメッセージがあるか

どうかを示します。

メッセージ受信

電話機に関する次の Cisco Unique Device Identifier（UDI）情報を表示
します。

•ハードウェアタイプ

•電話機モデル名

• Product Identifier。

•バージョン ID (VID):主要なハードウェアバージョン番号を指定
します。

• [シリアル番号（Serial number）]

UDI

電話機が属する日時グループの時間。この情報は、Cisco Unified
Communications Managerから取得されます。

時刻

電話機が属する日時グループのタイムゾーン。この情報は、Cisco
Unified Communications Managerから取得されます。

タイムゾーン (Time
zone)

電話機が属する日時グループの日付。この情報は、Cisco Unified
Communications Managerから取得されます。

日付

使用可能なシステムメモリの量。システム空きメモリ

Javaヒープ用の空きメモリ量。Javaヒープ空きメモリ

Javaプール用の空きメモリ量。Javaプール空きメモリ

連邦情報処理標準（FIPS）モードが有効かどうかを示します。FIPSモード有効

電話システムのモニタリング
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[ネットワークのセットアップ（Network Setup）] Webページ
電話機のWebページにある [ネットワークのセットアップ（NetworkSetup）]エリアには、ネッ
トワークの設定情報と電話機のその他の設定に関する情報が表示されます。次の表に、これら

の項目を示します。

これらの項目の多くは、Cisco IP電話の [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]メ
ニューで表示し、設定できます。

[ネットワークのセットアップ（Network Setup）]領域を表示するには、電話機のWebページ
にアクセスし、次に [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]ハイパーリンクをクリッ
クします。

表 5 : [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]領域の項目

Description項目

電話機のメディアアクセスコントロール（MAC）アドレス。MAC Address

DHCPサーバが電話機に割り当てたホスト名。ホスト名（HostName）

電話機が所属するドメインネームシステム（DNS）ドメインの名前。Domain Name

電話機の IPアドレス取得元となる Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）サーバの IP
アドレス。

DHCPサーバ（DHCP
Server）

電話機が設定をブートストラッププロトコル（BootP）サーバから取得するかどうかを示し
ます。

BOOTP Server

電話機が DHCPを使用するかどうかを示します。DHCP

電話機のインターネットプロトコル（IP）アドレス。IPアドレス（IP
Address）

電話機で使用されるサブネットマスク。サブネットマスク

（Subnet Mask）

電話機で使用される、デフォルトルータ。デフォルトルータ 1
（Default Router 1）

電話機で使用されるプライマリDNSサーバ（[DNSサーバ 1（DNS Server 1）]）およびオプ
ションのバックアップDNSサーバ（[DNSサーバ2（DNSServer 2）]～ [DNSサーバ3（DNS
Server 3）]）。

DNSサーバ 1～ 3
（DNS Server 1–3）

電話機が代替 TFTPサーバを使用しているかどうかを示します。代替 TFTP（Alternate
TFTP）

電話機で使用される、プライマリの Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバ。TFTPサーバ 1（TFTP
Server 2）

電話システムのモニタリング
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Description項目

電話機で使用される、バックアップの Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバ。TFTPサーバ 2（TFTP
Server 2）

[DHCPアドレス解放（DHCP Address Released）]オプションの設定を示します。DHCPアドレス解放
（DHCP Address
Released）

電話機が所属する、Cisco Catalystスイッチに設定された接続先 Virtual Local Area Networks
(VLAN)。

接続先 VLAN ID
（Operational VLAN
ID）

電話機がメンバーになっている補助 VLAN。[管理VLAN ID（Admin
VLAN ID）]

電話機を登録可能な Cisco Unified Communications Managerサーバのホスト名または IPアド
レス（優先度順）。限定された Cisco Unified Communications Manager機能を提供できる
SRSTルータが使用可能な場合、項目にそのルータの IPアドレスが表示されることもありま
す。

使用可能なサーバについては、この項目に Cisco Unified Communications Managerサーバの
IPアドレスと、次の状態のいずれかが表示されます。

• [アクティブ（Active）]：電話機が現在コール処理サービスを受けている Cisco Unified
Communications Managerサーバです。

• [スタンバイ（Standby）]：現在のサーバがダウンした場合に、電話機が切り替える先の
Cisco Unified Communications Managerサーバ。

• [空白（Blank）]：このCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバへの接続は現在あり
ません。

項目には、SurvivableRemoteSiteTelephony（SRST）指定も含めることができます。これは、
限定された Cisco Unified Communications Manager機能を提供できる SRSTルータを特定しま
す。このルータは、他のすべての Cisco Unified Communications Managerサーバが到達不能
になった場合に、コールの処理を引き継ぎます。SRSTCiscoUnifiedCommunicationsManager
は、アクティブであっても、常にサーバのリストの最後尾に表示されます。 SRSTルータ
アドレスは、[CiscoUnified CMの設定（CiscoUnified CommunicationsManager Configuration）]
ウィンドウの [デバイスプール（Device Pool）]セクションで設定します。

Unified CM 1～ 5

電話機に表示されるヘルプテキストの URL。情報 URL

電話機がディレクトリ情報を取得するサーバの URL。ディレクトリ URL
（Directories URL）

電話機でメッセージサービスの取得元となるサーバの URL。メッセージ URL
（Messages URL）

電話機が Cisco IP電話サービスを取得するサーバの URL。Services URL

電話システムのモニタリング
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Description項目

電話機が [URLのアイドル時間（Idle URL Time）]フィールドで指定された時間にわたって
使用されず、メニューが開かれていない場合に表示される URL。

アイドル URL（Idle
URL）

電話機がアイドル状態で、いかなるメニューも開かれない時間（秒数）であり、この時間の

経過後、[アイドルURL（Idle URL）]で指定した XMLサービスがアクティブになります。
URLのアイドル時間
（Idle URL Time）

電話機の HTTPクライアントの代わりにローカル以外のホストアドレスに HTTP要求を送
信し、ローカル以外のホストから電話機のHTTPクライアントへの応答を提供するプロキシ
サーバの URL。

Proxy Server URL

電話機のWebサーバに発行された要求を検証するために、電話機が使用する URL。認証 URL
（Authentication URL）

スイッチポートの速度とデュプレックス。次のいずれかになります。

• [A]：自動ネゴシエーション
• [10H]：10-BaseT/半二重
• [10F]：10-BaseT/全二重
• [100H]：100-BaseT/半二重
• [100F]：100-BaseT/全二重
• [1000F]：1000-BaseT/全二重
• [リンクがありません（No Link）]：スイッチポートへの接続がありません。

SWポートのセットアッ
プ（SW Port Setup）

電話機のユーザに関連付けられているユーザロケール。言語、フォント、日付と時刻の形

式、および英数字キーボードのテキスト情報など、ユーザをサポートするための一連の詳細

情報を示します。

[ユーザロケール(User
Locale)]

電話機のユーザに関連付けられているネットワークロケール。電話機が使用するトーンと

断続周期の定義など、特定の場所にある電話機をサポートするための一連の詳細情報を示し

ます。

ネットワークロケール

電話機にロードされたユーザロケールのバージョン。ユーザロケールバー

ジョン（User Locale
Version）

電話機にロードされたネットワークロケールのバージョン。ネットワークロケール

バージョン（Network
Locale Version）

電話機のスピーカーフォンが有効になっているかどうかを示します。スピーカーを使う

（Speaker Enabled）

電話機のグループリッスン機能が有効になっているどうかを示します。グループリッスン

を使用すると、ハンドセットを使用して話すと同時にスピーカで聞くことができます。

グループリッスン

（Group Listen）

電話システムのモニタリング
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Description項目

電話機が Gratuitous ARP応答からMACアドレスを取得するかどうかを示します。GARPを使う（GARP
Enabled）

電話機が、すべての回線上でコールフォーカスを着信コールに移動するかどうかを指定し

ます。

自動回線選択を使う

（Auto Line Select
Enabled）

コール制御シグナリングの DSCP IP分類。通話制御の DSCP
（DSCP for Call
Control）

電話機の設定転送の DSCP IP分類。設定のDSCP（DSCPfor
Configuration）

電話機ベースのサービスの DSCP IP分類。サービスの DSCP
（DSCP for Services）

電話機に設定されているセキュリティモード。セキュリティモード

電話機のWebアクセスが有効（[はい（Yes）]）か無効（[いいえ（No）]）かを示します。Webアクセス可能
（WebAccess Enabled）

電話機が SSH接続を受け入れるか、またはブロックするかを示します。SSHアクセス有効
（SSHAccess Enabled）

スイッチポートでCDPがサポートされているかどうかを示します（デフォルトでは有効）。

電話機、電力ネゴシエーション、QoS管理、および 802.1xセキュリティに VLANを割り当
てる場合は、スイッチポートで CDPを有効にします。

電話機を Ciscoスイッチに接続した場合は、スイッチポートで CDPを有効にします。

CDPが Cisco Unified CommunicationsManagerで無効になっているときは、電話機を Ciscoス
イッチ以外のスイッチに接続した場合に限り、スイッチポートでCDPを無効にする必要が
あることを示す警告が表示されます。

PCポートとスイッチポートの CDPに関する現在の値は、[設定（Settings）]メニューに表
示されます。

CDP：SWポート
（CDP: SW Port）

スイッチポートで Link Layer Discovery Protocol Media Endpoint Discovery（LLDP-MED）が
有効になっているかどうかを示します。

LLDP-MED：SWポー
ト（LLDP-MED:SW
Port）

電話システムのモニタリング
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Description項目

電話機の電源優先度をスイッチにアドバタイズし、スイッチが電力を適切に電話機に供給で

きるようにします。次の設定があります。

•不明（Unknown）：これがデフォルト値です。
• Low
•高
•クリティカル（Critical）

LLDP電力の優先順位
（LLDPPower Priority）

在庫管理のため電話機に割り当てられているアセット IDを識別します。LLDP Asset ID

CTLファイルを識別します。CTLファイル

ITLファイルには最初の信頼リストが含まれます。ITLファイル

CTLファイルおよび ITLファイルにセキュアハッシュアルゴリズム（SHA-1）を使用する
ことにより、セキュリティを強化します。

ITL署名（CTL
Signature）

電話機で使用される CAPFサーバの名前。CAPFサーバ（CAPF
Server）

デフォルトセキュリティの主要コンポーネント。 Cisco Unified IP電話は Trust Verification
Services（TVS）を使用して、HTTPS確立時に EMサービス、ディレクトリ、MIDletなどの
アプリケーションサーバを認証できます。

TVS

電話機で使用される TFTPサーバの名前。TFTPサーバ（TFTP
Server）

パケット損失を防止する低速度にポートを同期します。Automatic Port
Synchronization

管理者は Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、Cisco Desktop
Collaboration Experienceのテーブルポートの速度と機能をリモートに設定できます。

Switch Port Remote
Configuration

PCポートで速度およびデュプレックスモードのリモートポート設定が有効であるか無効で
あるかを示します。

PC Port Remote
Configuration

電話機で使用できる IPアドレッシングモードを表示します。IPアドレッシングモー
ド（IP Addressing
Mode）

電話機で IPv4と IPv6の両方が使用できる場合、電話機が Cisco Unified Communications
Managerとのシグナリング中に使用する IPアドレスのバージョンを示します。

IP設定モード制御（IP
Preference Mode
Control）

メディアに関してデバイスが IPv4アドレスを使用してCiscoUnifiedCommunicationsManager
に接続することを示します。

メディアの IP設定モー
ド（IP Preference Mode
For Media）

電話システムのモニタリング

22

電話システムのモニタリング

[ネットワークのセットアップ（Network Setup）] Webページ



Description項目

電話機で自動設定が有効になっているか無効になっているかを表示します。IPv6自動設定（IPv6
Auto Configuration）

アドレスがインターフェイスに割り当てられる前に、新しいユニキャスト IPv6アドレスの
一意性を検証します。

IPv6 DAD機能（IPv6
DAD）

宛先番号に使用されている同じルータからのリダイレクトメッセージを電話機が受け入れ

るかどうかを示します。

IPv6リダイレクトメッ
セージを許可（IPv6
Accept Redirect
Message）

IPv6アドレスに送信されるエコー要求メッセージへの応答として電話機がエコー応答メッ
セージを送信することを示します。

IPv6マルチキャストエ
コー要求に応答（IPv6
Reply Multicast Echo
Request）

各電話機のアップグレードでWANリンクを通過する必要がないように、イメージをローカ
ルに保存することによって、電話機ファームウェアのアップグレードのためのインストール

時間を最適化し、WANの負荷を軽減するために使用されます。

IPv6負荷サーバ（IPv6
Load Server）

電話機からのログメッセージの送信先になるリモートログマシンの IPアドレスとポート
を示します。

IPv6ログサーバー

電話機が使用する CAPFの通常名（Cisco Unified Communications Managerの証明書から）。IPv6CAPFサーバ（IPv6
CAPF Server）

DHCP（ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコル）を使用している場合、
ネットワークにデバイスを接続すると、デバイスの IPv6アドレスが自動的に割り当てられ
ます。 Cisco Unified IP電話では、DHCPがデフォルトで有効になります。

DHCPv6

電話機の現在の IPv6アドレスを表示したり、新しい IPv6アドレスを入力したりすることが
できます。

IPv6アドレス

サブネットの現在のプレフィックス長を表示したり、新しいプレフィックス長を入力したり

することができます。

IPv6プレフィックス長
（IPv6 Prefix Length）

電話機で使用されるデフォルトルータを表示したり、新しい IPv6デフォルトルータを入力
したりすることができます。

IPv6デフォルトルータ
1（IPv6 Default Router
1）

電話機で使用されるプライマリ DNSv6サーバを表示したり、新しいサーバを入力したりす
ることができます。

IPv6 DNSサーバ 1
（IPv6 DNS Server 1）

電話機で使用されるセカンダリDNSv6サーバを表示したり、新しいセカンダリDNSv6サー
バを設定したりすることができます。

IPv6 DNSサーバ 2
（IPv6 DNS Server 1）
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Description項目

ユーザが代替（セカンダリ）IPv6 TFTPサーバを使用できるようにします。IPv6代替 TFTP（IPv6
Alternate TFTP）

電話機で使用されるプライマリ IPv6 TFTPサーバを表示したり、新しいプライマリ TFTP
サーバを設定したりすることができます。

IPv6 TFTPサーバ 1
（IPv6 TFTP Server 1）

プライマリ IPv6 TFTPサーバが使用不可のときにセカンダリ IPv6 TFTPサーバを表示する
か、新しいセカンダリ TFTPサーバの設定をユーザに許可します。

IPv6 TFTPサーバ 2
（IPv6 TFTP Server 2）

ユーザが IPv6関連情報を解放できるようにします。IPv6アドレス解放
（IPv6 Address
Released）

EnergyWiseネットワーク内のデバイスによって消費されるエネルギーを測定します。EnergyWise電力レベル
（Energywise Power
Level）

電力のモニタリングと制御を目的とする管理上のデバイスグループ。Energywise Domain

[イーサネット情報（Ethernet Information）] Webページ
次の表では、[イーサネット情報（Ethernet Information）] Webページの内容について説明して
います。

表 6 : [イーサネット情報（Ethernet Information）]の項目

Description項目

電話機が送信するパケットの総数。Txフレーム（Tx
Frames）

電話機が送信するブロードキャストパケットの総数。Txブロードキャス
ト

電話機が送信するマルチキャストパケットの総数。Txマルチキャスト

電話機が送信するユニキャストパケットの総数。Txユニキャスト

電話機が受信したパケットの総数。Rxフレーム

電話機が受信するブロードキャストパケットの総数。Rxブロードキャス
ト

電話機が受信するマルチキャストパケットの総数。Rxマルチキャスト

電話機が受信するユニキャストパケットの総数。Rxユニキャスト
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Description項目

ダイレクトメモリアクセス（DMA）記述子がないため廃棄されたパケット
の総数。

Rx PacketNoDes

[ネットワーク（Network）]のWebページ
次の表に [ネットワーク領域（Network Area）] Webページの情報を示します。

[ネットワーク統計情報（Network statistics）]の下の [ネットワーク（Network）]リンクをクリッ
クすると、ポート情報のページ「」が表示されます。

（注）

表 7 : [ネットワーク領域（Network Area）]の項目

Description項目

電話機が受信したパケットの合計数。Rx totalPkt

電話機が受信したマルチキャストパケットの合計数。Rxマルチキャスト

電話機が受信したブロードキャストパケットの合計数。Rxブロードキャスト

電話機が受信したユニキャストパケットの合計数。Rxユニキャスト

リソース不足（FIFOオーバーフローなど）が原因でドロップされ
たパケットの合計数。

Rx tokenDrop

電話機が受信した有効なパケット（マルチキャスト、ブロードキャ

スト、およびユニキャスト）の合計数。

Tx totalGoodPkt

電話機が送信したブロードキャストパケットの合計数。Txブロードキャスト

電話機が送信したマルチキャストパケットの合計数。Txマルチキャスト

電話機から送信された LLDPフレームの合計数。LLDP FramesOutTotal

キャッシュ内でタイムアウトになった LLDPフレームの合計数。LLDP AgeoutsTotal

必須 TLVのいずれかについて、欠落している、順序に誤りがあ
る、または範囲を超える文字列長が含まれているために廃棄され

た LLDPフレームの合計数。

LLDP FramesDiscardedTotal

検出可能なエラーが 1つ以上含まれる状態で受信された LLDPフ
レームの合計数。

LLDP FramesInErrorsTotal

電話機が受信した LLDPフレームの合計数。LLDP FramesInTotal
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Description項目

破棄された LLDP TLVの総数。LLDP TLVDiscardedTotal

電話機で認識されなかった LLDP TLVの総数。LLDP TLVUnrecognizedTotal

CDPで検出されたこのポートに接続されているデバイスの ID。CDPネイバーデバイス ID

CDPで検出されたネイバーデバイスの IPアドレス。CDPネイバー IPアドレス

CDPで検出されたネイバーデバイスの IPv6アドレス。CDPネイバー IPv6アドレス

CDPで検出された、電話機が接続されているネイバーデバイスの
ポート。

CDPネイバーポート

LLDPで検出された、このポートに接続されているデバイスの ID。LLDPネイバーデバイス ID

LLDPで検出されたネイバーデバイスの IPアドレス。LLDPネイバー IPアドレス

CDPで検出されたネイバーデバイスの IPv6アドレス。LLDPネイバー IPv6アドレス

LLDPで検出された、電話機が接続されているネイバーデバイス
のポート。

LLDPネイバーポート

速度とデュプレックスモード。ポート情報

コンソールのログ、コアダンプ、ステータスメッセージ、およびデ

バッグ表示用Webページ
デバイスログ（Device Logs）という見出しで表示される、コンソールログ、コアダンプ、ス
テータスメッセージ、およびデバッグ表示の各ハイパーリンクを参照することにより、電話機

のモニタリングとトラブルシューティングが可能です。

• [コンソールログ（Console Logs）]：個々のログファイルへのハイパーリンクが含まれま
す。コンソールログファイルには、電話機が受信したデバッグメッセージとエラーメッ

セージが含まれます。

• [コアダンプ（CoreDumps）]：個々のダンプファイルへのハイパーリンクが含まれます。
コアダンプファイルには、電話のクラッシュ時のデータが含まれています。

• [ステータスメッセージ（StatusMessages）]：電話機に最後に電源が投入されてから電話機
が生成したステータスメッセージの中で最近のものを最大 10件表示します。この情報
は、電話機の [ステータスメッセージ（Status Messages）]画面にも表示されます。

• [デバッグの表示（DebugDisplay）]：トラブルシューティングのサポートを依頼する際に、
Cisco TACに有用なデバッグメッセージを提供します。
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[ストリーミング統計（Streaming Statistics）] Webページ
Cisco IP電話は、同時に最大で 5つのデバイス間で情報をストリーミングできます。電話機
は、コール中、または音声やデータの送受信サービスの作動中に、情報をストリーミングしま

す。

電話機のWebページにある [ストリームの統計（Streaming Statistics）]領域には、ストリーム
に関する情報が表示されます。

[ストリームの統計（Streaming Statistics）]領域を表示するには、電話機のWebページにアク
セスし、[ストリーム（Stream）]ハイパーリンクをクリックします。

次の表に、[ストリームの統計（Streaming Statistics）]領域の項目を示します。

表 8 : [ストリームの統計（Streaming Statistics]フィールド

Description項目

ストリームの宛先の IPアドレスおよび UDPポート。Remote Address

電話機の IPアドレスおよび UPDポート。Local Address

Cisco Unified CommunicationsManagerが電話機にパケットの送信開始を要求した時間
を示す内部タイムスタンプ。

開始時刻

ストリーミングがアクティブかどうかを示します。ストリームステータス

（Stream Status）

電話機のMACアドレスに基づいて電話機に自動的に割り当てられる一意の固定され
た名前。

ホスト名（Host Name）

この接続の開始以降に電話機が送信したRTPデータパケットの総数。接続が受信専
用モードに設定されている場合、値は 0です。

送信パケット（Sender
Packets）

この接続の開始以降に電話がRTPデータパケットで送信したペイロードオクテット
の総数。接続が受信専用モードに設定されている場合、値は 0です。

送信オクテット（Sender
Octets）

送信ストリームに対応する音声符号化のタイプ。送信コーデック（Sender
Codec）

RTCP送信レポートが送信された回数。送信した送信レポート

（Sender Reports Sent）

（注を参照）

最後に RTCP送信レポートが送信された時間を示す内部タイムスタンプ。送信した送信レポート時間

（Sender Report Time Sent）

（注を参照）
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Description項目

この接続でのデータの受信を開始してから失われたRTPデータパケットの総数。予
期されたパケット数から実際に受信されたパケット数を差し引いた値として定義さ

れます。受信パケット数には、遅延または重複パケットも含まれます。接続が送信

専用モードに設定されていた場合、値は 0として表示されます。

受信喪失パケット（RcvrLost
Packets）

RTPデータパケットの内部到着時間の平均偏差の推定値（ミリ秒単位）。接続が送
信専用モードに設定されていた場合、値は 0として表示されます。

平均ジッター（Avg Jitter）

受信ストリームに使用された音声符号化のタイプ。[受信コーデック（Receiver
Codec）]

RTCP受信レポートが送信された回数。送信した受信レポート

（Receiver Reports Sent）

（注を参照）

RTCP受信レポートが送信された時間を示す内部タイムスタンプ。送信した受信レポート時間

（Receiver Report Time Sent）

（注を参照）

この接続でのデータ受信開始以降に電話機が受信した RTPデータパケットの総数。
マルチキャストコールの場合は、さまざまな送信元から受信したパケットが含まれ

ます。接続が送信専用モードに設定されていた場合、値は 0として表示されます。

受信パケット（Rcvr
Packets）

この接続でのデータ受信開始以降にデバイスが RTPデータパケットで受信したペイ
ロードオクテットの総数。マルチキャストコールの場合は、さまざまな送信元から

受信したパケットが含まれます。接続が送信専用モードに設定されていた場合、値

は 0として表示されます。

受信オクテット（Rcvr
Octets）

隠蔽フレームの総数を、音声ストリームの開始以降に受信された音声フレームの総

数で割った値。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal Ratio）

アクティブな音声の直前の 3秒間の音声フレームに対する隠蔽フレームの比率。音
声アクティビティ検出（VAD）を使用している場合、3秒間のアクティブな音声を蓄
積するには、より長い間隔が必要になることがあります。

直近フレーム損失率（Interval
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の損失率。最大フレーム損失率（Max
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、隠蔽イベント（フレーム損失）があった秒数（[深刻な
フレーム損失発生秒数（Severely Conceal Secs）]の値を含む）。

[フレーム損失発生秒数
（Conceal Seconds）]

音声ストリームの開始以降、5%を超える隠蔽イベント（フレーム損失）があった秒
数。

[深刻なフレーム損失発生秒
数（Severely Conceal
Seconds）]
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Description項目

ネットワーク遅延の推定値（ミリ秒単位）。ラウンドトリップ遅延の実行中の平均

値を表します。これは、RTCP受信レポートブロックの受信時に測定されます。
遅延（Latency）

（注を参照）

瞬時ジッターの最大値（ミリ秒単位）。最大ジッター（Max Jitter）

送信ストリームの RTPパケットサイズ（ミリ秒単位）。送信サイズ（Sender Size）

RTCP送信レポートが受信された回数。受信した送信レポート

（Sender Reports Received）

（注を参照）

RTCP送信レポートが最後に受信された時間。受信した送信レポート時間

（Sender Report Time
Received）

（注を参照）

受信ストリームの RTPパケットサイズ（ミリ秒単位）。[受信サイズ（ReceiverSize）]

ネットワークから受信されたが、ジッターバッファから廃棄された RPTパケット。[受信破棄（Receiver
Discarded）]

RTCP受信レポートが受信された回数。受信した受信レポート

（Receiver Reports Received）

（注を参照）

RTCP受信レポートが最後に受信された時間。受信した受信レポート時間

（Receiver Report Time
Receiveds）

（注を参照）

RTP制御プロトコルが無効になっている場合、このフィールドのデータは生成されないため、
0が表示されます。

（注）

XMLでの電話からの情報要求
トラブルシューティングの目的で、電話機からの情報を要求できます。結果の情報はXML形
式です。表示される情報は次のとおりです。

• CallInfoは特定の回線のコールセッション情報です。

• LineInfoは電話機の回線設定情報です。
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• ModeInfoは電話モードの情報です。

始める前に

情報を入手するためにWebアクセスが有効になっている必要があります。

電話機がユーザに関連付けられている必要があります。

手順

ステップ 1 Call Infoについては、ブラウザに次の URLを入力します。http://<phone ip
address>/CGI/Java/CallInfo<x>

値は次のとおりです。

• <phone ip address>は、電話の IPアドレスです

• <x>は、情報を取得する回線番号です。

コマンドは XMLドキュメントを返します。

ステップ 2 Line Infoについては、ブラウザに次の URLを入力します。http://<phone ip
address>/CGI/Java/LineInfo

値は次のとおりです。

• <phone ip address>は、電話の IPアドレスです

コマンドは XMLドキュメントを返します。

ステップ 3 Model Infoについては、ブラウザに次の URLを入力します。http://<phone ip
address>/CGI/Java/ModeInfo

値は次のとおりです。

• <phone ip address>は、電話の IPアドレスです

コマンドは XMLドキュメントを返します。

CallInfoの出力例
次の XMLコードは、CallInfoのコマンドの出力例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<CiscoIPPhoneCallLineInfo>
<Prompt/>
<Notify/>
<Status/>
<LineDirNum>1030</LineDirNum>
<LineState>CONNECTED</LineState>
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<CiscoIPPhoneCallInfo>
<CallState>CONNECTED</CallState>
<CallType>INBOUND</CallType>
<CallingPartyName/>
<CallingPartyDirNum>9700</CallingPartyDirNum>
<CalledPartyName/>
<CalledPartyDirNum>1030</CalledPartyDirNum>
<HuntPilotName/>
<CallReference>30303060</CallReference>
<CallDuration>12835</CallDuration>
<CallStatus>null</CallStatus>
<CallSecurity>UNAUTHENTICATED</CallSecurity>
<CallPrecedence>ROUTINE</CallPrecedence>
<FeatureList/>

</CiscoIPPhoneCallInfo>
<VisibleFeatureList>
<Feature Position="1" Enabled="true" Label="End Call"/>
<Feature Position="2" Enabled="true" Label="Show Detail"/>

</VisibleFeatureList>
</CiscoIPPhoneCallLineInfo>

LineInfoの出力例
次の XMLコードは LineInfoコマンドからの出力例を示します。
<CiscoIPPhoneLineInfo>

<Prompt/>
<Notify/>
<Status>null</Status>
<CiscoIPPhoneLines>
<LineType>9</LineType>
<lineDirNum>1028</lineDirNum>
<MessageWaiting>NO</MessageWaiting>
<RingerName>Chirp1</RingerName>
<LineLabel/>
<LineIconState>ONHOOK</LineIconState>

</CiscoIPPhoneLines>
<CiscoIPPhoneLines>
<LineType>9</LineType>
<lineDirNum>1029</lineDirNum>
<MessageWaiting>NO</MessageWaiting> <RingerName>Chirp1</RingerName>
<LineLabel/>
<LineIconState>ONHOOK</LineIconState>

</CiscoIPPhoneLines>
<CiscoIPPhoneLines>
<LineType>9</LineType>
<lineDirNum>1030</lineDirNum>
<MessageWaiting>NO</MessageWaiting>
<RingerName>Chirp1</RingerName>
<LineLabel/>
<LineIconState>CONNECTED</LineIconState>

</CiscoIPPhoneLines>
<CiscoIPPhoneLines>
<LineType>2</LineType>
<lineDirNum>9700</lineDirNum>
<MessageWaiting>NO</MessageWaiting>
<LineLabel>SD9700</LineLabel>
<LineIconState>ON</LineIconState>

</CiscoIPPhoneLines>
</CiscoIPPhoneLineInfo>
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ModeInfoの出力例
次の XMLコードはModeInfoコマンドからの出力例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<CiscoIPPhoneModeInfo>

<PlaneTitle>Applications</PlaneTitle>
<PlaneFieldCount>12</PlaneFieldCount>
<PlaneSoftKeyIndex>0</PlaneSoftKeyIndex>
<PlaneSoftKeyMask>0</PlaneSoftKeyMask>
<Prompt></Prompt>
<Notify></Notify>
<Status></Status>
<CiscoIPPhoneFields>

<FieldType>0</FieldType>
<FieldAttr></FieldAttr>
<fieldHelpIndex>0</fieldHelpIndex>
<FieldName>Call History</FieldName>
<FieldValue></FieldValue>

</CiscoIPPhoneFields>
<CiscoIPPhoneFields>

<FieldType>0</FieldType>
<FieldAttr></FieldAttr>
<fieldHelpIndex>0</fieldHelpIndex>
<FieldName>Preferences</FieldName>
<FieldValue></FieldValue>

</CiscoIPPhoneFields>
...

</CiscoIPPhoneModeInfo>
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


